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２－１ 人口動向 

（１）人口減少と高齢者世帯の増加 

本市の人口はこれまで、右肩上がりの増加傾向にありましたが、平成 12 年（2000 年）

の 127,912 人をピークに、以降は減少傾向にあり、平成 27 年（2015 年）では 125,857

人となっています。 

世帯数は、昭和 60 年（1985 年）以降、増加傾向が続いています。平成 22 年（2010

年）と平成 27 年（2015 年）を比較すると、高齢夫婦世帯、高齢単身世帯が増加し、全体

の約 26％（14,000 世帯）となっています。 

年齢の 5 歳区分で動向を見ると、60 歳以上が大きく増加しており、59 歳以下では減少

傾向にあります。特に 20～24 歳は 33％と大幅な減少が見られます。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 ２．都市の動向 

表　世帯構成別世帯数の推移
(世帯)

年 2010 2015 2015-2010

一般世帯 53,836 54,166 330

核家族世帯 32,516 32,184 △ 332

65歳以上の世帯員のいる世帯 10,075 11,211 1,136

高齢夫婦世帯 6,513 7,185 672

単独世帯 18,325 19,153 828

高齢単身世帯 6,495 7,149 654

資料:国勢調査

■ 世帯構成別世帯数の推移 

資料：国勢調査 
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（２）中山間地域で急速に進む人口減少と高齢化 

人口を地域別に見ると、国分、隼人では増加傾向となっていますが、横川、牧園、霧島、

福山の中山間地域で減少が急速に進んでいます。 

平成 27 年（2015 年）の本市の高齢化率は 25.2％で、鹿児島県の 29.4％を 4 ポイント

下回っています。高齢化の進行は、国分、隼人、溝辺を除いた地域で急速に進んでいます。

少子高齢化が進む状況を踏まえ、安心・安全に暮らすことのできる都市づくり、子育てし

やすい都市づくりを積極的に取り組んでいくことが求められます。 

また、市域一律の都市づくりではなく、地域特性に即した都市づくりを進める必要があり

ます。 
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■ 人口分布図（2015 年） 

■ 高齢化率図（2015 年） 
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■ 人口増減図 

資料：ｅ-Stat 地図で見る統計（jSTAT MAP） 

 




